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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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現在の硫黄島全景 摺鉢山
（手前）側からの眺め

６日（日）＝１、３面

今春に米大リーグなどで
話題を集めた新型バット。
芯が太く先端が細い形から、
米国で「トルピード」（魚
雷）と名付けられ、国内で
は「魚雷バット」と呼ばれ
ました。しかし、それは報
道する言葉としてふさわし
いのでしょうか。毎日新聞

社には、読者から戦争を想
起させるとの意見が寄せら
れました。

今年で戦後80年。日本新
聞協会の用語専門委員であ
る関根健一さん＝写真＝に、
「戦争用語」とどう向き合
うべきかを聞きました。

７日（月）＝夕刊２面

６日（日）＝くらしナビ面スポーツの戦争用語

高校野球漫画「おおきく
振りかぶって」は、バッテ
リーと打者、監督らの心理
描写を丹念に積み重ね、20
年以上にわたって人気を博
してきた作品です。気の早
い高校野球ファンにとって

は、そろそろ、夏の甲子園
が待ち遠しい時期です。
「おお振り」の作者、ひぐ
ちアサさんにインタビュー
し、高校野球、そしてこの
作品の魅力について、たっ
ぷりと語ってもらいました。

「おお振り」作者が語る高校野球
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島
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婚外子の差別表記撤廃を求めて闘う
田中須美子さん
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かつて住民票には、事実婚など婚
姻届を出さない女性が産んだ子ども
（非嫡出子、婚外子）の場合、続き
柄欄に「子」と表記されており、法
律婚の子（嫡出子）の「長男」「長
女」とはっきりと区別されていまし
た。田中須美子さんは事実婚をした
後に出産し、この差別的表記を目の
当たりにします。
これは憲法14条に反した差別では

ないか。そう考えた田中さんは住民

票の表記取り消しを求めて提訴しま
す。行政側も動き、1995年３月に嫡
出子、非嫡出子ともに「子」という
表記で統一されます。

しかし、田中さんの闘いは続きま
した。大元である戸籍の表記にも婚
外子差別が残っていたからです。活
動を始めてから40年。田中さんはな
ぜそこまで表記にこだわり、闘いを
続けてこられたのでしょうか。

田中須美子さん（左）とパートナーの福喜
多昇さん
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